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実 施 日 視 察 先 視 察 項 目 備 考

８月 ５ 日

宮 城 県

大 崎 市

原 子 力 発 電 事 業 所 に お け

る 災 害 発 生 時 の 対 策 に つ

い て

視 察 先 項 目 調 査 内 容

大 崎市 原 子 力 発 電

事 業 所 に お

け る 災 害 発

生 時 の 対 策

に つ い て

大 崎 市 で は 原 子 力 発 電 事 業 所 に お け る 災

害 発 生 時 の 対 策 に つ い て 視 察 し た 。

大 崎 市 は 平 成 １ ８ 年 に １ 市 ６ 町 の 合 併 に

よ り 誕 生 し た ， 面 積 約 ７ ９ ６ キ ロ 平 方 メ ー

ト ル ， 人 口 約 １ ３ 万 ６ 千 人 の 都 市 で あ る 。

大 崎 市 の 放 射 能 汚 染 状 況 に つ い て は ， 平

成 ２ ３ 年 ６ 月 ２ ２ 日 か ら ３ ０ 日 ま で に 実 施

さ れ た 文 部 科 学 省 及 び 宮 城 県 の 航 空 機 モ ニ

タ リ ン グ 調 査 で ， 鳴 子 温 泉 地 域 や 岩 出 山 地

域 周 辺 の 空 間 放 射 線 量 が １ メ ー ト ル の 高 さ

で 0.2 か ら 0.1 マ イ ク ロ シ ー ベ ル ト 以 下 で

あ る が ， ご く 一 部 で 0.2 か ら 0.5 マ イ ク ロ

シ ー ベ ル ト に な っ て い る 。 ま た ， 地 表 面 に

お け る セ シ ウ ム １ ３ ４ ， １ ３ ７ の 蓄 積 量 は

鳴 子 温 泉 地 域 や 岩 出 山 地 域 周 辺 で ３ 万 ベ ク

レ ル ／ 平 方 メ ー ト ル か ら ６ 万 ベ ク レ ル ／ 平

方 メ ー ト ル と な っ て い る 。

大 崎 市 で は 事 故 後 ， そ ば の 出 荷 制 限 が あ

り ， 基 準 値 は 超 え て い な い が ， 米 ， 農 産

物 ， 原 乳 ， 牧 草 か ら 放 射 性 セ シ ウ ム が 検 出

さ れ た 。 現 在 は そ ば も 含 め ， 農 産 物 に つ い

て の 出 荷 制 限 は な い が ， 林 産 物 の 露 地 物 の

原 木 し い た け ， タ ラ の 芽 ， ゼ ン マ イ ， こ ご

み ， こ し あ ぶ ら ， 野 生 キ ノ コ が 出 荷 制 限 さ

れ ， わ ら び は 出 荷 自 粛 を し て い る 。
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大 崎 市 の 放 射 能 対 策 と し て は ， 平 成 ２ ４

年 ４ 月 １ 日 に 放 射 線 対 策 室 を 立 ち 上 げ ， 同

年 ４ 月 １ ２ 日 に 「 大 崎 市 放 射 能 対 策 指 針 」

を 策 定 ， 翌 ２ ５ 年 に は ， 対 応 策 の 進 展 や 新

た な 課 題 に 対 処 す る た め ， ５ 月 ３ １ 日 に 改

定 し ， 対 応 し て き た 。

こ れ ま で の 取 り 組 み と し て ， 宮 城 県 か ら

示 さ れ た 県 内 統 一 の 測 定 方 法 で 毎 朝 ９ 時 に

１ メ ー ト ル ， ５ ０ セ ン チ で 本 庁 舎 や 各 総 合

支 所 で 空 間 放 射 線 量 を 測 定 し ， 宮 城 県 へ 報

告 し ， 結 果 を 公 表 し て い る 。 現 在 は 本 庁 舎

は 土 ・ 日 ・ 祝 日 を 除 く 毎 日 ， 各 総 合 支 所 は

週 １ 回 の 測 定 を 行 っ て い る 。

ま た ， 子 ど も た ち を 守 る こ と を 最 優 先 に

学 校 ， 保 育 所 な ど の 測 定 調 査 及 び 汚 染 土 壌

の 除 去 ， 遮 蔽 を 行 っ て き た 。 幼 稚 園 ， 保 育

園 ， 学 校 な ど 全 １ ２ ０ 施 設 の 園 庭 や 校 庭 を

測 定 し ， 空 間 放 射 線 量 の 低 減 に 努 め て き

た 。 そ の 結 果 ， 平 成 ２ ４ 年 １ ２ 月 末 で は 市

内 の 学 校 や 保 育 施 設 等 子 供 た ち が 長 時 間 活

動 す る 場 所 で の 空 間 線 量 は 目 安 と さ れ る 毎

時 ０ ． ２ ３ マ イ ク ロ シ ー ベ ル ト を 下 回 っ て

い る 。 そ の 後 ， 私 立 保 育 園 ３ 園 と 小 学 校 ２

３ 校 を 抽 出 し ， ２ 週 間 に １ 回 定 期 測 定 を 行

っ て き た が ， 現 在 は 月 に １ 度 測 定 し ， 数 値

を 公 表 し て い る 。

市 内 地 域 を ２ キ ロ メ ー ト ル 四 方 で 区 分

し ， そ の 中 に あ る 公 共 施 設 及 び そ の 周 辺 な

ど １ ６ １ カ 所 測 定 し ， 数 値 の 結 果 を 公 表 し

て い る 。

現 在 の 大 崎 市 の 放 射 能 対 策 の 課 題 と し

て ， １ ， ５ ０ ０ ベ ク レ ル 以 上 の 側 溝 泥 土 が
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処 理 で き な か っ た が ， 現 在 数 値 が 低 く な っ

て き た た め ， 業 者 に 引 き 取 っ て も ら え る よ

う に な り ， 徐 々 に 改 善 さ れ て き た が ， 平 成

２ ３ 年 度 に 汚 染 さ れ た 牧 草 ， し い た け の ホ

ダ 木 を 保 管 し て い る が ， そ の 処 分 が 決 ま っ

て い な い 。

原 子 力 発 電 事 業 所 に お け る 災 害 発 生 時 の

対 策 に つ い て は ， 大 崎 市 は 女 川 原 子 力 施 設

か ら ３ ０ キ ロ メ ー ト ル 以 上 離 れ て お り ， 原

子 力 規 制 委 員 会 が 定 め る 「 原 子 力 災 害 対 策

指 針 」 に お い て 規 程 す る 「 緊 急 時 防 護 措 置

を 準 備 す る 地 域 」 に は 含 ま れ な い が ， 市 境

か ら 元 雄 も 近 い と こ ろ で ３ ４ キ ロ メ ー ト ル

の 位 置 関 係 に あ り ， 万 が 一 に 備 え ， 国 も マ

ニ ュ ア ル を 参 考 に 大 崎 市 地 域 防 災 計 画 に 原

子 力 災 害 対 策 に つ い て 規 定 し た 。 原 災 法 及

び 災 害 対 策 基 本 法 に 基 づ き 実 施 す る 予 防 体

制 の 整 備 及 び 原 子 力 災 害 の 事 前 対 策 を 中 心

に 定 め た 「 原 子 力 災 害 事 前 対 策 」， 緊 急 時 の

段 階 に 応 じ た 「 緊 急 事 態 応 急 対 策 」， 原 子 力

緊 急 事 態 解 除 宣 言 が 発 令 さ れ た 場 合 の 原 子

力 災 害 事 後 対 策 を 中 心 に ， 原 子 力 防 災 上 必

要 な 対 策 と し て 「 原 子 力 災 害 中 長 期 対 策 」

を 策 定 し て い る 。

特 に ， 災 害 時 に 住 民 へ 情 報 を 伝 達 す る 手

段 と し て 防 災 無 線 や 広 報 車 の ほ か ， ラ ジ オ

に よ る 放 送 な ど 多 様 な メ デ ィ ア の 活 用 も 検

討 し て い る 。 ま た 一 部 地 域 に は 既 に 防 災 無

線 の 戸 別 受 信 機 を 全 戸 配 付 し て い る と の こ

と 。

原 子 力 発 電 施 設 か ら の 情 報 収 集 に つ い て

は 現 在 ， 東 北 電 力 と 協 定 を 結 べ な い か 検 討
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し て い る 。 医 療 機 関 と の 連 携 と し て は ヨ ウ

素 剤 を 備 蓄 で き る よ う 協 議 し て い く 。

原 子 力 発 電 所 災 害 が 発 生 し た と き に プ ル

ー ム 通 過 の 被 ば く が 危 険 と 考 え ら れ て い る

た め 屋 内 退 避 を 基 本 と し て い る 。 災 害 発 生

時 に は 大 崎 市 へ 多 く の 方 が 避 難 し て 来 る こ

と が 予 想 さ れ ， 学 校 な ど を 避 難 所 と し て 開

設 す る た め ， 市 民 は 原 則 自 宅 内 に 退 避 す る

こ と に な っ て い る 。


